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1. 平成29年3月期の連結業績（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期 92,469 △4.0 1,074 △16.8 1,271 △14.0 851 2.0

28年3月期 96,323 △4.5 1,291 △25.6 1,478 △22.5 835 △25.5

（注）包括利益 29年3月期　　2,309百万円 （667.6％） 28年3月期　　300百万円 （△88.9％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年3月期 34.16 ― 4.0 2.4 1.2

28年3月期 33.50 ― 4.1 2.8 1.3

（参考） 持分法投資損益 29年3月期 ―百万円 28年3月期 1百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期 54,790 22,433 40.9 899.42

28年3月期 52,258 20,473 39.2 820.83

（参考） 自己資本 29年3月期 22,433百万円 28年3月期 20,473百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

29年3月期 1,657 △280 △574 7,649

28年3月期 1,995 △253 △261 6,877

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年3月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00 349 41.8 1.7

29年3月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00 349 41.0 1.6

30年3月期(予想) ― 7.00 ― 7.00 14.00 39.7

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 48,000 4.4 480 3.3 560 1.4 350 △7.8 14.03

通期 99,000 7.1 1,190 10.8 1,350 6.2 880 3.3 35.28



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

（注）詳細は、決算短信（添付資料）12ページ「3.連結財務諸表及び主な注記（5）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期 25,168,000 株 28年3月期 25,168,000 株

② 期末自己株式数 29年3月期 226,110 株 28年3月期 225,980 株

③ 期中平均株式数 29年3月期 24,941,990 株 28年3月期 24,942,202 株

（注）詳細は、決算短信（添付資料）14ページ「3.連結財務諸表及び主な注記（5）連結財務諸表に関する注記事項（１株当たり情報）」をご覧ください。

（参考）個別業績の概要

平成29年3月期の個別業績（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期 90,040 △4.0 1,071 △10.1 1,276 △9.0 823 1.9

28年3月期 93,790 △5.1 1,192 △31.6 1,403 △27.2 808 △30.5

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

29年3月期 33.02 ―

28年3月期 32.40 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期 54,358 22,382 41.2 897.37

28年3月期 51,592 20,408 39.6 818.25

（参考） 自己資本 29年3月期 22,382百万円 28年3月期 20,408百万円

※ 決算短信は監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。業績予想
の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、決算短信（添付資料）4ページ「経営成績等の概況（4）今後の見通し」をご覧
ください。



 

 

 

○添付資料の目次 
 

 1.経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………  2 

 （1）当期の経営成績の概況……………………………………………………………………………  2 

 （2）当期の財政状態の概況……………………………………………………………………………  3 

 （3）当期のキャッシュ・フローの概況………………………………………………………………  4 

 （4）今後の見通し………………………………………………………………………………………  4 
 

 2.会計基準の選択に関する基本的な考え方 …………………………………………………………  4 
 

 3.連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………  5 

 （1）連結貸借対照表……………………………………………………………………………………  5 

 （2）連結損益計算書及び連結包括利益計算書  ……………………………………………………  7 

 （3）連結株主資本等変動計算書  ……………………………………………………………………  9 

 （4）連結キャッシュ・フロー計算書  ………………………………………………………………  11 

 （5）連結財務諸表に関する注記事項  ………………………………………………………………  12 

    （継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………  12 

    （会計方針の変更） ……………………………………………………………………………  12 

    （追加情報） ……………………………………………………………………………………  12 

    （セグメント情報等） …………………………………………………………………………  12 

    （1株当たり情報）  ……………………………………………………………………………  14 

（重要な後発事象） ……………………………………………………………………………  14 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ソーダニッカ(株) (8158) 平成29年3月期 決算短信

-1-



  

 
１．経営成績等の概況 

（１）当期の経営成績の概況 
当連結会計年度におけるわが国経済は、政府による経済政策や個人消費の底堅さなどに支えら

れ、緩やかな回復基調にあるものの、中国をはじめとする新興国経済の減速や米国大統領による

政策の影響等、不確実な要因もあり、先行きは依然として不透明な状況となっております。 
当社グループに関係の深い化学工業界につきましても、生産や企業収益は持ち直しつつありま

すが、厳しい事業環境が継続しております。 
このような状況のもと、当社グループにおきましては、成長が期待される領域・業種ごとにニ

ーズを汲んだ提案営業を推進してまいりましたが、各種商品の市況低下や機能材における大型案

件の減少に大きく影響を受けました。 
この結果、当連結会計年度の業績は、売上高 924 億 6 千 9 百万円（前期比 4.0％減）、営業利

益 10 億 7 千 4 百万円（同 16.8％減）、経常利益 12 億 7 千 1百万円（同 14.0％減）、親会社株主

に帰属する当期純利益 8億 5千 1百万円（同 2.0％増）となりました。 

 

セグメント別の概況は次のとおりであります。 

なお、第 1 四半期連結会計期間より、組織再編に伴い、従来「機能材事業」に含めていた一

部商品について、報告セグメントの区分を「化学品事業」に変更しており、以下の前期比較に

ついては、前期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。 
 

化学品事業 
 無機薬品につきましては、主力商品のか性ソーダは取扱数量が増加したものの、市況の低迷に

より減収となりました。その他の商品では炭酸ソーダ、アルミニウム化合物が増収となりました

が、塩素酸ソーダ、水酸化マグネシウムは減収となりました。 
 有機薬品につきましては、界面活性剤、高分子凝集剤は需要が伸長し増収となりましたが、製

紙用ラテックスは原油安による市況下落により減収となりました。 
 この結果、化学品事業といたしましては、売上高は前期に比べ2.6％減の 670億 3千 4百万円、

セグメント利益（営業利益）は前期に比べ 2.4％減の 21 億 3 千 3百万円となりました。 
 

機能材事業 
    機能材事業も化学品事業と同様に原油安に伴うナフサ価格下落の影響を受ける中、包装材料

につきましては、ポリプロピレンフィルム及びナイロンフィルムが増収となりましたが、ポリ

エチレンフィルム及び複合フィルムは減収となりました。 
    合成樹脂につきましては、物流容器が増収となりましたが、ポリエチレン樹脂及びポリエス

テル樹脂は減収となりました。 
    機器・工事につきましては、機械器具設置工事及び包装関連機器が増収となりましたが、太

陽光パネル等の電気関連機器は大型案件の減少により減収となりました。 
    この結果、機能材事業といたしましては、売上高は前期に比べ 7.9％減の 229 億 4 千 2 百万

円、セグメント利益（営業利益）は前期に比べ 11.0％減の 7億 1千 6百万円となりました。 
 

その他事業 
その他事業につきましては、連結子会社の曹達日化商貿(上海)有限公司が減収となったことに

により、売上高は前期に比べ 3.9％減の 24 億 9 千 2百万円、セグメント利益（営業利益）は前

期に比べ 59.1％減の 6千 5百万円となりました。 
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セグメント別販売実績                         （単位：百万円・％） 

期  別

事業別 

前連結会計年度 
(平成 28 年 3 月期) 

当連結会計年度 
(平成 29 年 3 月期) 

比較増減 

金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 

化学品事業 68,820 71.4 67,034 72.5 △ 1,785

機能材事業 24,908 25.9 22,942 24.8 △ 1,965

その他事業 2,594 2.7 2,492 2.7 △102

合   計 96,323      100 92,469       100 △ 3,853

 

 

品目別販売実績                              （単位：百万円・％） 

期  別

商品別 

前連結会計年度 
(平成 28 年 3 月期) 

当連結会計年度 
(平成 29 年 3 月期) 

比較増減 

金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 

ソ ー ダ 製 品 16,271 16.9 16,364 17.7  92

ソ ー ダ 二 次 製 品 9,132 9.5 8,624 9.3 △ 507

そ の 他 無 機 薬 品 22,546 23.4 22,032 23.8 △ 513

無機薬品 計 47,950 49.8 47,021 50.8 △ 929

  

有 機 薬 品 15,303 15.9 14,757 16.0 △ 546

合 成 樹 脂 17,185 17.8 17,235 18.6 49

機 器 ・ 材 料 8,598 8.9 6,446 7.0 △ 2,152

資源ﾘｻｲｸﾙ・処理剤 3,856 4.0 3,589 3.9 △ 266

そ の 他 3,429 3.6 3,419 3.7 △ 10

合       計 96,323 100 92,469  100 △ 3,853

 

 

（２）当期の財政状態の概況 

当連結会計年度末における総資産は前連結会計年度末に比べ25億 3千 2百万円増加いたし

ました。 

増減の主なものは資産の部では、現金及び預金が 8億 7千 4百万円、投資有価証券が 21 億

5 百万円それぞれ増加し、受取手形及び売掛金が 3 億 6 百万円減少いたしました。負債の部

では、繰延税金負債が 5 億 9 千 8 百万円増加いたしました。純資産の部では、利益剰余金が

5 億 2 百万円、その他有価証券評価差額金が 14 億 9 千 1 百万円それぞれ増加いたしました。 
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

当連結会計年度におけるキャッシュ・フローは、現金及び現金同等物が 76 億 4 千 9百万円

となり、前連結会計年度末より 7 億 7 千 2 百万円増加いたしました。各キャッシュ・フロー

の状況は次のとおりであります。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、16 億 5 千 7 百万円の収入となりました。これは、

税金等調整前当期純利益が 12 億 9 千 4百万円でありましたが、売上債権の減少が 4億 4千 8

百万円、受取利息及び配当金の受取額が 2 億 1 千万円、法人税等の支払額が 4 億 3 千 7 百万

円となったこと等によるものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、2 億 8 千万円の支出となりました。これは主に、

有形固定資産の取得による支出 1 億 5 千 8 百万円、投資有価証券の取得による支出 6 千 5 百

万円によるものであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、5 億 7 千 4 百万円の支出となりました。これは主

に、短期借入金の返済による支出 2 億 2 千 2 百万円、配当金の支払額 3 億 4 千 8 百万円によ

るものであります。 

 

 なお、キャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりであります。 

 
平成25年

3月期 

平成26年

3月期 

平成27年

3月期 

平成28年

3月期 

平成29年

3月期 

自 己 資 本 比 率（%） 32.8 36.4 37.7 39.2 40.9 

時価ベースの自己資本比率（%） 19.3 22.0 25.5 22.1 22.9 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率(年） 3.8 2.5 7.9 2.9 3.4 

インタレスト･カバレッジ･レシオ 21.3 30.7 16.4 38.4 38.2 

 

（注）自己資本比率：自己資本／総資産 

   時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

   キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

   インタレスト･カバレッジ･レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

 

※各指標は、いずれも連結ベースの財務諸表により算出しております。 

※株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

※キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを利用しております。 

※有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を

対象としております。 

 

（４）今後の見通し 

    今後の日本経済の見通しにつきましては、引き続き緩やかな回復を維持しながらも先行き不透

明な状況が継続するものと懸念されます。 
    また、当社グループに関係の深い化学工業界につきましては、製品単価の市況回復や景気持ち

直しに伴う稼働率の上昇等が見込まれます。 
    平成 30 年 3 月期の通期業績予想につきましては、売上 990 億円（前期比 7.1％増）、営業利益

11 億 9 千万円（同 10.8％増）、経常利益 13 億 5 千万円（同 6.2％増）、親会社株主に帰属する当

期純利益 8億 8千万円（同 3.3％増）を見込んでおります。 

 

 
２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

 当社グループは日本基準により連結財務諸表を作成しております。なお、国際会計基準の適

用につきましては、国内外の諸情勢を踏まえ、検討を進めていく方針であります。 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項 
 

  （継続企業の前提に関する注記） 
    該当事項はありません。 
 
  （会計方針の変更） 

減価償却方法の変更 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取

扱い」（実務対応報告第 32 号 平成 28 年６月 17 日）を当連結会計年度に適用し、平成 28 年４

年１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更

しております。 

   この結果、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ４百

万円増加しております。 

 

  （追加情報） 

   （繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

     「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成

28 年３月 28 日）を当連結会計年度から適用しております。 

 

 

（セグメント情報等） 

 

【セグメント情報】 

   1. 報告セグメントの概要 

    当社グループの報告セグメントは、当社及び子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入手

可能であり、取締役会・経営会議が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検

討を行う対象となっているものであります。 

当社グループは、化学品専門商社として各種商品及び加工品等の売買を行っており、主な商品群

として無機・有機薬品などの化学品と合成樹脂製品・機器類などの機能材に大別されます。 

したがって、商品の特性・形態・販売方法等を勘案し、「化学品事業」、「機能材事業」及び「その

他事業」の 3つを報告セグメントとしております。 

 
   2. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

    報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会

計処理の方法と概ね同一であります。 
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3. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

   ○前連結会計年度（自 平成 27 年 4 月 1日 至 平成 28 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 
 報告セグメント 

合計 
調整額 

(注)1 

連結損益計算書

計上額 

(注)2 

化学品

事業 

機能材

事業 

その他

事業 

売上高       

 外部顧客への売上高 68,820 24,908 2,594 96,323 ― 96,323

セグメント間の内部 ― ― 1,569 1,569 △ 1,569 ―
売上高又は振替高 

計 68,820 24,908 4,164 97,893 △ 1,569 96,323

セグメント利益 2,185 804 160 3,150 △ 1,859 1,291

（注）1.セグメント利益の調整額△1,859 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用 

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

2.セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

   ○当連結会計年度（自 平成 28 年 4 月 1日 至 平成 29 年 3 月 31 日） 

  （単位：百万円） 
 報告セグメント 

合計 
調整額 

(注)1 

連結損益計算書

計上額 

(注)2 

化学品

事業 

機能材

事業 

その他

事業 

売上高       

 外部顧客への売上高 67,034 22,942 2,492 92,469 ― 92,469

セグメント間の内部 ― ― 2,046 2,046 △ 2,046 ―
売上高又は振替高 

計 67,034 22,942 4,538 94,516 △ 2,046 92,469

セグメント利益 2,133 716 65 2,915 △ 1,841 1,074

（注）1.セグメント利益の調整額△1,841 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用 

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

2.セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

4. 報告セグメントの変更等に関する事項 

   第 1 四半期連結会計期間より、組織再編に伴い、従来「機能材事業」に含めていた一部商品

について、報告セグメントの区分を「化学品事業」に変更しております。なお、前連結会計

年度のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを開示して

おります。 

 

各セグメントに属する主要商品群等 

セグメント 主要商品群等 

化学品事業 
ソーダ製品、ソーダ二次製品、アンモニア系製品、その他無機薬品、 

塩素系・弗素系・石油系溶剤、石油化学製品、有機ファインケミカル 

機能材事業 
合成樹脂原料、合成樹脂製品、ガラス繊維、包装資材製品、 

工事、機器、電子材料、産業用材料、資源リサイクル・処理剤 

その他事業 

連結子会社 7 社（㈱ソーダニッカビジネスサポート、曹達日化商貿(上海)有限

公司、PT.SODA NIKKA INDONESIA、㈱日本包装、SODA NIKKA VIETNAM CO.,LTD.、

モリス㈱、㈱日進）、賃貸収入 
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（１株当たり情報） 

 

 前連結会計年度 

(自 平成 27 年 4 月 1 日 

  至 平成 28 年 3 月 31 日) 

当連結会計年度 

(自 平成 28 年 4 月 1 日 

  至 平成 29 年 3 月 31 日) 

１株当たり純資産額 820.83 円 899.42 円

１株当たり当期純利益金額 33.50 円 34.16 円

潜在株式調整後 

1 株当たり当期純利益金額 

潜在株式調整後1株当たり当期純利

益金額については、潜在株式がない

ため記載しておりません。 

同 左 

 

（注）1. 1 株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 

  

前連結会計年度 

(自 平成 27 年 4 月 1 日 

 至 平成28年3月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成 28 年 4 月 1 日

 至 平成29年3月31日)

 1 株当たり当期純利益金額  

 親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 835 851

 普通株主に帰属しない金額(百万円) ―  ― 

 
普通株式に係る親会社株主に帰属する 

当期純利益(百万円) 
835 851

 普通株式の期中平均株式数(千株) 24,942 24,941

 

   2. 1 株当たりの純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 

  
前連結会計年度 

（平成 28年 3月 31日） 

当連結会計年度 

（平成 29年 3月 31日）

 純資産の部の合計額(百万円) 20,473 22,433

 純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) ―  ― 

 普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 20,473 22,433

 
１株当たり純資産額の算定に用いられた 

普通株式の数(千株) 
24,942 24,941

 

 

（重要な後発事象） 

   該当事項はありません。 

 
 

以  上 

ソーダニッカ(株) (8158) 平成29年3月期 決算短信

-14-




